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三宅町人権啓発事業委託で誌発行や人権相談 

ＮＰＯなら人権情報センターは三宅町の委託を受

け、人権啓発事業に取り組ん

でいる。事業は人権、自分、人

とのつながりを大切にする気持

ちを育むもので、啓発誌「つな

がりを求めて」（写真）の発行と、

人権相談窓口の開設。啓発誌

は人権に関すること、社会的な問題、日常のテーマな

どを取り上げ、事業案内や報告も掲載。年６回、奇数

月に発行。町広報に折り込み、各家庭に届けている。 

 

安心して話せる環境、プライバシー保護が基本 

人権相談は２００３年度から始めている。これまで数

多くの人権侵害に対し、相談者が安心して話せる環

境とプライバシー保護を基本に応対している。必要な

場合は専門機関につなぐこともしている。 

相談には、精神的な病気や障害がある方から公的

機関の職員に人権を無視した対応を受けたとか、相

談者の怒りが電話の向こうから感じられることもある。 

離婚調停中だが、相手から子どもとの面会要求を

受けている。面会を機に連れ去られるのではないか不

安。面会場所まで付き添ってほしいという相談もある。 

 

つらい時に頼れる窓口、声なき声を大事にする 

相談者の話に耳を傾け、寄り添うことを心掛けてい

る。誰にも相談できず、つらい時に頼れる窓口、声な

き声を大事にする人権相談を心掛けている。 

電話・面接での相談は毎週水曜日１１～１６時に実

施。電話は０７４５-４２-２２２１まで。FAX も同じ。 

「夜中の歴史から考える教育」をテーマにシンポ 

「夜間中学の歴史から考える社会的マイノリティと基

礎教育」をテーマにしたシンポ

が１月１２日、摂南大学の寝屋

川キャンパスであった。 

シンポは『全国夜間中学校

関係史料集』（写真）の刊行を

受けて行われた。史料集では、

１９５４年の全国夜間中学校研

究会結成から２０２３年頃までの歴史を通覧できる。 

 

歴史的変遷、中国帰国、在日、自主夜中を報告 

シンポでは、浅野慎一・摂南大学社会学部長が「夜

間中学の歴史的変遷」、関本保孝・東京都元教員が

「中国帰国者生徒とのかかわり」、由利元次郎・堺市

元教員が「在日朝鮮人生徒とのかかわり」、工藤慶

一・元札幌遠友塾自主夜中代表が「北海道の自主夜

間中学の経験」をそれぞれ報告。質問応答があった。 

４人の報告に圧倒され、刺激を受けた。「あっては

ならない 夜間中学 されど なくてはならない 夜間

中学」「夜間中学は社会を映す鏡」と言われてきた言

葉を改めて噛みしめた。 

 

６月７日に天王寺夜間中学校同窓会・集会 

第５７回天王寺夜間中学同窓会と集会が６月７日に

開催される。とくに、集会は「高野雅夫さんの想いを引

き継ぎ、後に続けたい」とのねらいで、「夜間中学と高

野雅夫」など、多くの思い出を紡ぐことにしている。 

同窓会及び集会は当日午後１時から、天王寺中学

校体育館である。多数の参加を呼び掛けている。 

人とのつながりを大切に 

 

２０２６年５月１日 

第１８５号 

NPO なら人権情報センター 

夜間中関係史料集が刊行に 



（2）         ニュースレター 
 

 

地域・企業・行政が連携して人権のまちづくりに 

田原本町企業内人権教育推進協議会は３月２３日、

町役場で第２回役員会

を開催した。吉川孝宏・

会長のあいさつのあと、２

０２６年度通常総会議案

について議論した。 （写真は昨年の総会） 

総会開催要項として、２５年度事業報告、決算報告、

会計監査、２６年度事業、予算案、役員改選を採択。

開催は５月１５日、青垣生涯学習センターでとした。 

 

記念講演は「部落差別の解消と私たちの課題」 

記念講演は奈良大学教授の奥本武裕さんに依頼。

テーマは「部落差別の

解消と私たちの課題」。

奥本さんは、一昨年秋

の研修「ならまちフィー

ルドワーク」（写真）で案内役を務めてもらっている。 

奥本さんは、差別の解消は「法、制度、施策の整備

だけではマジョリティ側が持っているマイノリティへの

忌避・排除の意識は解消できない」「地域社会におい

て部落内外の住民が抱える課題に共同して取り組む

ことや交流を重ねることで包摂と寛容を基礎とする新

しい地域社会として再生することが可能」と述べる。 

 

障害者の社会参加を推し進めることに尽力 

また、総会では、地元の県立高等養護学校の生徒

に進行協力を要請する。長年続けている試みで、障

害者の社会参加を推し進めることに尽力している。 

田原本町企業内人権教育推進協議会は町内３１社

の企業で構成。６社で構成する役員会を中心に運営

する。毎年５月に通常総会、記念講演を、秋期には現

地研修をそれぞれ実施している。 

企業が地域住民、行政とともに積極的に人権課題

を取り上げ、人権のまちづくりに取り組んでいる。 

当法人の経営指導員３人が説明会に参加 

県商工会連合会が４月２０日から３日間、「実務者

説明会」を実施した。ＮＰＯ法人

なら人権情報センターの経営指

導員も３人が参加した。 

山下真・知事が４月９日、「中

小企業の賃上げを支援します」

として、「中小企業 賃上げ環境

整備 支援補助金」を実施する

と表明した。これを受けて、説明会が実施された。予

算規模は１０億円だという。 

 

大企業の優遇より中小企業の支援充実を 

県内の中小企業者の現状は「人手不足や物価高

騰、原材料も高騰し、値上げもできず、経営はひっ迫

し、賃上げや設備投資の原資が生み出せない」という

厳しい状況に陥っている。 

これを打破するには、「持続的な賃上げと省力化・

生産性の向上が不可欠」。そのため、企業の積極的

な設備投資や売り上げ拡大の取り組みが重要となる。 

今回、県の肝いりで、「中小企業 賃上げ環境整備 

支援補助金」の実施となった。これまで数多の支援は

あったものの、手続きの煩雑さから手間が掛かり、申

請を尻込みすることがあった。 

 

なら人権情報センターが申請手続きをサポート 

今回は、なら人権情報センターの経営指導員が会

員をしっかりとサポートする。 

地域密着型の伴走支援を通して、賃上げや設備投

資に関わる申請手続きを手伝うことにしている。申請

により、生産性向上に向けて「最大５００万円の補助」

や、賃上げに向けて「賃上げを行った従業員１人当た

り、５万円を支給」などを受けることができる。 

実施には条件等があるものの、関心のある方は電

話：０７４４-３３-８５８５に連絡ください。 

田原本企業人推協が５月に総会 

 

県が中小企業の賃上げを支援 
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菊池事件の再審実現に向け、上映・署名運動 

菊池事件の第４次再審請求が１月２８日、不当に棄

却された。「憲法違反であるが、

やり直しはしない」としたのだ。 

原告は２月４日、福岡高裁に

即時抗告。再審実現に向けて

全国的な行動を呼びかけた。 

再審を求める署名と、事件の真相を描いた映画

「新・あつい壁」の上映運動を全国各地で取り組む。 

奈良の地でも、「架け橋 長島・奈良を結ぶ会」と

（福）「ちいろば会」が６月１３、１４日、上映会を催す。

多数の参加を呼び掛ける。署名も１０００筆を超えた。 

 

菊池事件は冤罪事件で憲法違反の差別裁判 

菊池事件は、ハンセン病患者とされたＦさんが、証

拠の捏造や、憲法違反のでたらめな裁判で死刑判決

を下され、処刑された事件だ。 

無実は明白。「凶器」は指紋も血痕もなく、捏造され

たもの。有罪の決め手とされた親族証言はころころと

変わり、はては「そんなことは言っていない」と否定。 

事件の背景には、ハンセン病患者の強制隔離―絶

滅政策と、「無らい県運動」という

患者狩りの凄まじい差別があっ

た。裁判も療養所内の密室非公

開の「特別法廷」で開く有り様。 

関係者は予防着を着用。証拠

品は箸でつまみ、Ｆさんを「ばい

菌」扱い。偏見と差別に充ち満ちた対応をした。 

弁護士も加担。憲法違反が平然となされた。最高

裁は２０１６年、裁判の憲法違反を認め、謝罪した。 

 

映画「新・あつい壁」の上映で真相を広める 

映画「新・あつい壁」は、菊池事件の捜査、裁判、

刑の執行の経過を詳細に描く。さらに、事件の背景に

あるハンセン病差別が、家族が抱える思いを描くこと

も通して端的に表現されている。 

映画作品は中山節夫監督、２００７年、１１１分。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「石見文庫展」も喫茶「みそら屋」で開催 

「ちいさなおはなし会」が３月２日、喫茶「みそら屋」

であった。３月９日までは、

「石見文庫展」もあった。 

これら活動は、今は亡き

中上登先生が中心となって、

ＰＴＡ役員や婦人会の有志

たちが始めた。石見公民館を借り、「図書室」にして、

本を読んでもらいたい。素敵な本と出会ってほしいと

の想いで続けてきた。 

「おはなし会」は１９９６年から開催する。本の読み聞

かせ、人形劇や紙芝居、影絵なども上演する。この日

の紙芝居は「おだんごころころ」が演じられた＝写真。 

ひまわりのメンバーやスタッフなど多数参加し、みん

なで楽しんだ。 

違憲でも裁判をやり直さない 

 

「ちいさなおはなし会」で紙芝居 
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大阪・統国寺での追悼式典に参列し献花 

済州四・三事件の犠牲者慰霊祭が４月１９日、大

阪・統国寺で催された。 

第１部は、遺族会会長の呉光現（オ・グァンヒョン）さ

んが、世界では「むき出しの国

家暴力の下、一般市民に犠

牲が強いられている」と述べ、

ノーベル文学賞作家ハン・ガ

ンさんの「言葉」を紹介。「平

和を求める声を挙げていかないといけない」と追悼の

辞を述べた。参加者は献花をして平和を祈願した。 

 

シンポ「記憶を継承するには」や追悼ライブも 

第２部はシンポ「四・三の記憶を継承するには」をテ

ーマに金裕賢さん（大阪公立大院生）と関原舞琴さん

（立命館大学生）が「私と済州四・三」と題し報告。また、

孫世虎さん（済州４・３記念事業委員会青年委員会）

が「四・三以降の世代、記憶をこえて生き直すこと」と

題し報告。「記憶を問い続ける」、すなわち「問い直

す」ことは「記憶を現代に繋ぐ営み」だと語った。 

このあと、追悼ライブがあった。カオリンズは済州４・

３を歌った「故郷の石ころ」や、光州を歌った「熱い街」

を熱唱。川口真由美さんは自身が作詞・作曲した「想

い続ける」や、「苦いコーヒーと甘いデーツ」を披露。

つぼみのままで散り逝った花たちや、ガザで殺された

子どもたちへの想いを歌った。 

最後は、闘いの歌「あなたのための行進曲」を大合

唱して閉めた。 

◇             ◇ 

映画「済州島四・三事件 ハラン」が大阪・第七芸術

劇場で上映され、観賞した。 

朝鮮半島は１９４５年の日本

の敗戦に伴い、米ソによる南北

分割占領となった。済州島で

は、１９４７年３月１日の独立運

動記念日に自主国家独立を叫

ぶ島民に警官が発砲。６人が殺された。 

さらに、１９４８年の南北分断を決定づける南側での

単独選挙に島民が反発。４月３日に武装蜂起した。政

権は「共産主義者の暴動」と断じ、島外から「討伐隊」

を送り、村ごと焼き払う「焦土作戦」を実行。島民３万

人が犠牲となった。大阪に逃れてきた人も多い。 

映画は、島の最高峰・ハルラ山に連なる急峻な山

や、暗い洞窟を舞台にして討伐隊から逃げ続ける母と

娘を描く。国家権力によって翻弄される人々の姿が描

かれ、国家暴力の恐ろしさについて考えさせられた。 

ニュースレター「人権なら」 

発行：ＮＰＯ法人なら人権情報センター 
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編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

５月３日は憲法記念日。ことしは発布８０年だ。

定着するどころか、解釈改憲の繰り返しで骨抜き

状態に。改憲策動も加速する。最高法規の憲法。

だが、その上に日米安保条約と地位協定が君臨

する。正に米国の占領国。沖縄をはじめ、各地に

は広大な米軍基地。主権は完全に侵され、他国

には見られぬ屈辱的扱いだ。危機を煽り、「抑止

力のため」と軍拡路線を爆走する政権。実状は敵

基地攻撃能力を保持し、海外派兵をめざす「戦争

する国」へまっしぐらだ。ミサイルなど攻撃型兵器

を配備し、武器輸出まで図る。戦争遂行に連動し

た「スパイ防止法」「国旗損壊罪」も推進。この動き

に抗う市民の「憲法守れ」「戦争反対」の声が各地

で高まる。うねりを巻き起こし、軍国化にトドメを。 

四・三犠牲者慰霊祭を挙行 

 

 

映画「済州島四・三事件『ハラン』」 

 


